
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちば生涯学習ボランティアセンターが開設

され 8年目を迎えました。お陰様で、登録さ

れている皆様方の豊かな知識・経験、技能が、

生きがいづくりや地域づくりを目指して学習

活動に取り組もうとしている市民の皆様に広

く還元されていることは、大変嬉しく感謝申

し上げます。 

東日本大震災の後、助け合う大切さが再認

識されています。2011年の〝今年の漢字〟に

は「絆」が選ばれました。ボランティア活動

を通して、人と人とのつながりが生まれ、個

人登録者間や登録団体間での助け合いや会話

も生まれてくるものと思います。 

登録者同士の交流・情報交換のみならず、

登録者と利用者とセンターが強く結ばれ、積

極的に仲間づくりに取り組むことで、更に強

い「絆」となります。 

今回創刊の情報紙「ボランティアタイム」

が、太い絆となり、支え合い、助け合い、そ

して楽しいボランティア活動へとつながるこ

とを願っています。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
イ
ム
は 

皆
さ
ん
の
た
め
の
情
報
紙
で
す
！ 

紙
面
中
の
似
顔
絵
は
登
録
ボ
ラ
ン
テ

ィ
アK

1
0

-0
1
3

さ
ん
の
作
品
で
す
。 

 

と
て
も
素
敵
で
し
ょ
う
！ 

 

編
集
委
員
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
登

録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
紙
面
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
か
ら 

の
情
報
提
供
、 

お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
イ
ム 

本
日
創
刊
で
す
！ 

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
全
て

の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
新
情
報
紙

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
イ
ム
」
を
創
刊

し
ま
し
た
。 

 

編
集
委
員
は
全
員
、
ち
ば
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
登

録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
情
報
紙
の
編
集

経
験
な
し
・
面
識
な
し
の
５
人
が
集 

ま
っ
て
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
思

い
ま
し
た
が
、
掲
載
内
容
を
決
め
て

取
材
し
て
、
原
稿
を
書
い
て
…
最
後

の
最
後
に
決
め
た
情
報
紙
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、 

忙
し
い
合
間
に
、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
の
よ
う
に
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
読
ん
で
も

ら
い
た
い
！ 

そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
た
。 

ボランティアタイム 

創刊にあたって 

千葉市生涯学習センター 所長 

鈴木 康夫  

 

東京湾に小さなクジラ！？ 
～千葉市の人工海浜における自然観察と環境保護活動に取り組むボランティア～ 

 

 

日本一小さな鯨“スナメリ”。 

スナメリのすむ海は豊かです 

検見川浜にて貝拾い。 

最近サクラガイ、セキ 

モリや、アメフラシの 

一種・キセワタの生き 

た貝を拾うことができ 

ました 

編集会議中、和やかな雰囲気です 

 

検見川が貝の産地として賑わって 

いた頃、東京湾には日本一小さな鯨 

「スナメリ」がすんでいました。              

今、人工海浜検見川の浜では、わずかながら拾える生

きた貝の種類が増えています。東京湾では、年に数回で

はありますがスナメリの目撃情報があります。   

夢鯨工楽部では、貝拾いを通じてスナメリを知っても 

らい、東京湾の環境に関心を持ってもらえるように活動 

をしています。  

                   

登録番号G11-002 
http://www.yumekuzira.com/ 

 

こちらのコーナーでは「千葉」をキーワードに、ボランティア活動を紹介していきます。 

 

 

 

 

平成 24年 11月 1日発行 

創刊号（年 3回発行） 

 

【編集・発行】 

ちば生涯学習 

ボランティアセンター 
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
２
０
１
２
」 

開
催
せ
ま
る
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
さ
れ
て
い
る

個
人
・
団
体
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
」
を
十
一
月
二

十
三
日
（
金
）
か
ら
開
催
し
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
一
階
の
ア
ト
リ

ウ
ム
で
は
作
品
や
資
料
な
ど
の
展
示
を

十
二
月
六
日
（
木
）
ま
で
行
な
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は

三
階
工
芸
研
修
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
に
よ
る
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
一
階

広
場
の
ポ
ス
タ
ー
等
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
一
階
に 

 

展
示
ス
ペ
ー
ス
（
「
大
ケ
ー
ス
」
「
小
ケ

ー
ス
」）
は
こ
れ
ま
で
二
階
に
置
か
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
活
動
内
容
や
作
品

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
階

へ
の
来
館
者
は
少
な
く
注
目
度
が
低
か
っ

た
た
め
、
昨
年
九
月
か
ら
一
階
階
段
わ
き

に
移
動
し
ま
し
た
。
駐
車
券
精
算
機
の
近

く
で
通
行
者
も
多
く
、
展
示
内
容
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
利
用
は
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
申
込
順
、
展
示
期
間
は
二
カ
月
で
す
。

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

・・・・講座・イベント情報・・・・ 

●11月 23日（金・祝）～12月 6日（木） 

  ボランティアフェア 2012 

 

●11月 30日（金）13：00～15：00 

  講座「セカンドライフの生きがいづくり 

～余暇ライフと生涯学習～」 

  60 歳以降でも約 10 万時間はあると言われる余暇時間の有効

活用法などお話します。 講師：瀬沼克彰さん 

 

●1月 22日（火）29日（火）10：00～15：00  

講座「みんなでナットク！会議運営術」 

PTA・自治会・サークルなど団体活動の場で活用できる会議

運営のコツを学びます。 講師：庄嶋孝広さん 

皆
さ
ん
が
集
う
紙
面
製
作
を
目

指
し
ま
す
。
ご
意
見
ご
感
想
、
情

報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
T
） 

 
 
 
 

 

昨年度の準備風景 

★ボランティア募集★ 

センターでは、様々な分野で活動していた

だける方を求めています。是非登録をお願

いいたします。 

…÷÷…÷÷…÷÷…÷÷…÷÷…÷÷ 

◆センターに登録後、活動状況など登録内容に変

更があった場合は、円滑運営のため速やかにご連

絡をお願いします。 

■ボランティア依頼をお考えなら■ 

センターでは、グループで活動の方々の話

を伺い、ボランティアの講師・人材をご紹

介します。お気軽にご相談ください。 

ちば生涯学習ボランティアセンター 

TEL ０４３－２０７－５８１５ 

FAX ０４３－２０７－５８１７ 

Mail volunteer@chiba-gakushu.jp 

 

ボランティアフェア 2012 体験コーナー 
 

▲11月 23日（金・祝）13：00～15：30   

  サッカーフリーキック・模擬実験ゲーム（無料） 

▲11月 24日（土）13：00～15：30   

  あなただけの円空仏を彫ってみませんか（無料） 

▲11月 25日（日）9：30～12：00  

  マクラメ編のブローチづくり（有料） 

▲12月 1日（土）13：00～／14：00～／15：00～  

  アートフラワーde ブローチ制作体験（有料） 

▲12月 2日（日）14：00～16：00   

  篆刻（てんこく）をはじめよう（有料） 

 
 

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
食
う
・
寝
る
・

子
育
て
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
A
） 

こ
の
情
報
紙
を
通
し
て
、
生
き
が

い
を
作
り
仲
間
作
り
の
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
・
・
・ 
 

（
T
） 

久
々
の
情
報
紙
作
成
、
こ
れ
も
小

さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

（
I
） 

何
か
の
形
で
少
し
で
も
皆
様
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
T
） 

 

編集担当ボランティアから一言 



・ 地震・津波の防災知識の普及 

・ 地域の観光振興 

・ 大道芸 ガマの油売り口上・指導・実演 

・ アートセラピー 

・ 視聴覚障害者への音訳 

・ 篆刻（てんこく）・水墨画 

・ 着装・着付け 

・ キャリア支援 

・ 日本語学習支援・国際交流 

・ 園芸・ガーデニング 

・ 災害ボランティア 

 

とても意義のある試

みで、今後とも積極的

に支援すべきものと

考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

  

 

 

 

 

 

  

サークル、各施設で学習ボランティア講師、学習支援を必要とされていませんか？ 

詳しくは、ちば生涯学習ボランティアセンターへお問い合わせください。 

 

小さなボランティアは地域とかかわる大きな手段 

 ちば生涯学習ボランティアセンターにボランティア登録をされていて、母親の視点から積極的に環境問題、食育、

子育て支援の活動に取り組んでいる藤原昭
あき

美
み

さんをご紹介します。 

 

 

身近な疑問が地球環境へ 

  長男が乳児の頃、ひどい湿疹に悩まされたことがきっかけとなり 

食・環境・地球平和へと興味が広がり学びを深めていきました。 

転勤族であるがゆえの仲間作り 

  夫の転勤に伴い、新しい土地での仲間作りの方法として公民館講座 

 や市民講座、各地での生協の学習会などに積極的に参加し、人との 

 ネットワークを広げていきました。 

 

 

◆ナチュラルウェイヴの活動 

  市民自主企画講座「ナチュラルライフを楽しみま専科」 

  食育、環境の出前講座 

◆ＮＰＯ法人「ちば子ども学研究会」の活動 

 ～大人が笑えば子どもも笑う～をモットーに講座やイベントを企画 

① ちば子ども学講座 

 子ども向けイベントの企画、開催 

② 子どもなんでも体験隊 

 あそびレシピブックの発行等 

③ Mama’s café (ママズ・カフェ) 

子育て支援のお楽しみ講座 

 

千葉市と千葉大学の連携事業「ちば子ども学講座」を受講し 

たことが、藤原さんの活動の大きな転機になったそうです。 

この講座では学びを生かしてこそ自分も地域もよくなること 

を学び、利己的ではなく利他的な夢を持つことを教わったとい 

います。平和な世界で自然に恵まれた環境のもと、人々が幸せ 

に暮らせるという利他的な夢に向かって母親として何ができる 

か常に考え、行動し、次世代に繋げていきたいそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

活動のきっかけ 

活 動 内 容 
お役立ち情報満載 

藤
原
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
エ
ィ
ヴ
」
代
表 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

 

「
ち
ば
子
ど
も
学
研
究
会
」
会
員 

 
 
 
 

 
 

千
葉
市
稲
毛
区
在
住 

学んだことは地域社会に還元 ～利他的な夢をもとう～ 

 
 

登録番号 

Ｋ08-024 

手作りのフリップを使っての説明は 

わかりやすいと参加者に好評です 

♪インタビューを終えて♪ 

終始、柔らかな笑顔を絶やさず時にはユーモアを交えたお話にぐいぐい引き込まれていきました。決して無理は

せず、ご家族の協力に感謝の気持ちを忘れずに活動されているお姿に、いつしか周りが明るくハッピーな雰囲気

に包まれました。人が好き、人とのふれあいが好き、これこそが藤原さんのあふれんばかりのパワーの源だと感

じました。最後に藤原さんからのメッセージをお伝えします。「人生一回しかない、楽しくいきましょう！！」 

 

生徒さんたちからの思いがけない質問等に私自

身、仕事を始めたころの初心を思い出し、新たな

元気を頂いたような気持ちでおります。 

同様のプログラムを他の

学校でも実施する可能性

があると思われますが、 

また、協力したいです。 

 

学校との連携協力により、地域で子ど

もたちを育てる、地域の「人」として

の資源を活用するという活動につな

がり、大変有意義なことと感じました

（誰かの役に立ちたいという思いの      

実現にもなりました）。 

               千葉県立泉高等学校 野嶋隆一郎先生 

６月２８日(木)本校体育館を会場に、１年生を対象とした｢ことばの授業｣と題する特別授業を行いました。 

この授業は、ＮＰＯ法人企業教育研究会と読売新聞社が開発したもので、その目的は、大人に対しインタビ

ューを行うことでコミュニケーション能力の涵養を目指すものです。ボランティアセンターからは 11 名の方が

ご参加下さり、生徒からのインタビューを受けて頂きました。授業後の生徒の感想からは、意欲的に取り組ん

だ様子がうかがえました。      

 

・人生の進路について、考えたことがなかったので良い経験になりました。 

・人生の先輩の方々にいろいろな事が聞けて、これをこれからの人生に活かしていきたいと思っています。 

・様々な経験をした人から、いろいろなお話を聞けて自分にとっていい事になったと思います。 

・自分のやっている仕事を「やめたい」と思わない人がいたのでそれはすごい事だと思いました。 

答える側も緊張します 熱心にメモを取る生徒たち 

依頼のきっかけ 

 

活動したボランティア 

仕事の大切さとか大事さとか沢山学びました 

～様々な分野の方を紹介しました～ 

～学校の授業編～ 「ことばの授業・インタビューをしよう！」 

 

♪授業を終えて～生徒の声♪ 

 

終始、柔らかな笑顔を絶やさず、時にはユーモアを交えたお話にぐいぐい引き込まれていきました。決して無

理はせず、ご家族の協力に感謝の気持ちを忘れずに活動されているお姿に、いつしか周りが明るくハッピーな雰

囲気に包まれました。人が好き、人とのふれあいが好き、これこそが藤原さんのあふれんばかりのパワーの源だ

と感じました。最後に藤原さんからのメッセージをお伝えします。「人生一回しかない、楽しくいきましょう！！」 

 

お役立ち情報レシピ「トイレ掃除編」 

・クエン酸 小さじ 1 

・水    1 カップ 

・ティートリー(ｴｯｾﾝｼｬﾙｵｲﾙ) 2~3 滴 

よく混ぜ合わせて霧吹き容器に入れる。 

トイレを使用するたびに便器にシュッシ

ュッとふりかける（拭き取り不要）。 

黄ばみが徐々に薄れ匂いを押さえます。 

※便器の材質が大理石または 

人工大理石の場合は使用不可 

 


